
自立活動の指導は、個々の児童生徒の状態や特性及び心身の発達の段

階に即して指導を行うことが基本です。そのため、的確な実態把握と

個々の児童生徒に応じた自立活動の指導を実践するために、「アセスメ

ントシート」と「プロセスシート」を活用します。これらのシートはパ

ソコン上で記入することができます。 
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※各シートの様式や詳しい記入手順等は、資料を参照してください。 

個々の児童生徒の的確
な実態把握の際に活用
するシート 

⾃⽴活動の指導の実践
から評価、指導改善の際
に活用するシート 

第２章の⾒⽅ 

シート活用の 
“手順” 

⾃⽴活動の指導 
を⾏う際の 

“⼤切な考え⽅” 

⾃⽴活動の指導
を⾏う際の 

“⼤切な視点” 
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（１） 実践の過程 

 

• 〔手順①〕 情報の「収集」

• 〔手順②〕 〔手順①〕の情報の移動

• 〔手順③〕 情報の「関連付け」

• 〔手順④〕 情報の「整理」

• 〔手順⑤〕 中心となる情報の設定

• 〔手順⑥〕 中心となる情報の転記

• 〔手順⑦〕 中心となる情報の分析

• 〔手順⑧〕 指導目標の設定

• 〔手順⑨〕 指導内容・支援内容の設定

• 〔手順⑩〕 指導の実践

• 〔手順⑪〕 様子の記録

• 〔手順⑫〕 評価

• 〔手順⑬〕 指導改善の方向性の設定

• 〔手順⑭〕 指導改善と実践

的
確
な
実
態
把
握 

実 
践 

評
価 

指
導
改
善 

プ

ロ

セ

ス

シ

１

ト 

Ａ 

Ｂ 

ア

セ

ス

メ

ン

ト

シ

１

ト 

※上記の〔手順番号〕は、各シートの項目番号・記入手順書の手順番号と同一です。 



（２） 的確な実態把握 
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・〔手順①〕 情報の「収集」

個々の児童⽣徒が⾒せる
“活動レベル”の姿に着目
します。 

できないことや困難なことだけではな
く、できることや得意なこと等の“強み”
に着目します。 

場面や状況、関わる人等も
具体的に記入します。 

・〔手順②〕 〔手順①〕の情報の移動

情報の「収集」が終わったら、    ボタン
をクリックします。 

次に、             ボタンを
クリックし、〔手順③〕へ進みます。 

■「アセスメントシートＡ」 

■「アセスメントシートＡ」 

完了 

アセスメントシートＢへ進む 

※情報・・・個々の児童生徒が行動したり、活動したりしている具体的な姿や様子のこと 
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・〔手順③〕 情報の「関連付け」

・〔手順④〕 情報の「整理」

情報の内容を確認し、該当する⾃⽴
活動の区分のラベルを貼ります。 

複数の区分に該当する情報の場合
は、複数の区分のラベルを貼ります。 

〔手順②〕で収集した情報同士を、
原因と結果の因果関係や、相互の
関連性に着目して結び付けます。 

■「アセスメントシートＢ」 

■「アセスメントシートＢ」 

⾃⽴活動の区分
のラベル 



（３） 中心となる情報の設定と分析 
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・〔手順⑤〕 中心となる情報の設定

他の多くの情報と「関連付け」られた情報を、
中心となる情報として★マークを付けます。 

・〔手順⑥〕 中心となる情報の転記

「アセスメントシートＢ」で設定した中心となる情報
をそのまま「プロセスシート」に転記します。 

■「アセスメントシートＢ」 

■「プロセスシート」 
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持続することは難しいが、指導者からの「静かにしよう」
の言葉かけを受け止め、意識することができる。 

・〔手順⑦〕 中心となる情報の分析

※〔手順⑥〕までのケースとは異なります。 

「自立活動の指導を構成する８観点」について 
 

＊ 本研究における「自立活動の指導を構成する８観点」とは、指導す
べき課題を多角的に分析するために設定した観点である。 

＊ ８観点(活動内容・活動量・活動の流れ・活動の場・道具等・ペア
やグループ・言葉かけ等・主体的な姿勢) 

 
＊ この８観点については、指導に対する評価を行う際に、「自立活動

の指導を評価する８観点」としても活用する。 

■「プロセスシート」 

中心となる情報の内容を確認し、該当する
⾃⽴活動の区分をチェックします。 

中心となる情報を、「⾃⽴活動
の指導を構成する８観点」に沿
って、個々の児童生徒が⾒せる
⾏動や姿、様子としてさらに具
体的に分析します。 

分析する観点を
チェックします。 



（４） 指導目標の設定 
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・〔手順⑧〕 指導目標の設定

指導目標を設定する際のポイント 
 
① できないことや困難なことを改善することだけではなく、 

できることや得意なこと等の“強み”を伸ばしていく視点を
大切にすること。 

② 態度や姿勢等を示す抽象的な内容ではなく、達成可能な具
体性を有する“活動レベル”の内容を設定すること。 

③ 将来の自立と社会参加を見据え、“自立活動の内容６区分
27項目”を意識し、区分や項目の内容を踏まえて設定する
こと。 

「⾃⽴活動の指導を構成する８観点」に沿
って分析した内容から、指導すべき課題を
一つに絞り込みます。 

ハンカチの少し高い部分をつまんで上に持ち上げていくと、
ハンカチ全体が上がっていくように、自立活動の指導におい
ても、子どもの強みに着目し、それを伸ばし、調和的な発達
を促していくことが大切ですね。 

指導すべき課題一つ
をチェックします。 

■「プロセスシート」 



（５）指導内容・支援内容の設定 
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・〔手順⑨〕 指導内容・支援内容の設定

・〔手順⑩〕 指導の実践

〔手順⑧〕で設定した指導目標を基に、どの学習設定や場面であれ
ば効果的に指導できるかを考え、できるだけ限定して設定します。 

手⽴て・支援内容を設定する際は、個々の児童⽣徒の
“主体的な姿を引き出す”視点を意識します。 

「プロセスシート」を活用して設定
した、個々の児童生徒に応じた⾃⽴
活動の指導を実践します。 

■「プロセスシート」 

■「プロセスシート」 



（６） 評価と指導改善 
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・〔手順⑪〕 様子の記録

・〔手順⑫〕 評価

実践を通して⾒られた個々の児童⽣徒の⾏動や姿、様子等をできる
だけ具体的に記録します。また、指導に関わる複数の指導者の視点
から個々の児童⽣徒の姿を捉えることを意識します。 

〔手順⑪〕で記入した児童⽣徒の様子を基に、児童⽣徒の評価を
⾏います。その際には、〔手順⑧〕〔手順⑨〕で設定した指導目標
や具体的な指導内容に沿って評価を⾏います。 

評価する観点にチ
ェックを入れます。 

〔手順⑪〕〔手順⑫〕で記入した児童⽣徒の様子や評価に基づき、指導に対す
る評価を⾏います。その際には実践した指導を振り返り、「⾃⽴活動の指導を
評価する８観点」に沿って評価を⾏うことで、指導の改善へとつなげます。 

■「プロセスシート」 

■「プロセスシート」 
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・〔手順⑬〕 指導改善の方向性の設定

指導改善の方向性を設定する際のポイント 
 
① 個々の児童生徒の“主体的な姿を引き出す”視点を意識

すること 
② 児童生徒の評価と指導に対する評価に基づき、観点別に

設定すること 
・改善が必要な観点のみ設定する 

・指導改善の方向性で設定する観点が、評価した観点と異なる場合もある 

③ 指導に関わる複数の指導者で協議を行い、指導改善を
図る方向性を共有すること 

↓ 
個々の児童生徒の「持てる力を高める」視点が大切 

一人ひとりの児童生徒の「持てる力を高める」視点を意識して、
将来の自立と社会参加を目指し、より適切な指導へと改善してい
くことが大切ということですね。 

■「プロセスシート」 

記入する観点を
チェックします。 
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・〔手順⑭〕 指導改善と実践

ボタンをクリックし、今までの指導が記録された
新たなシート      が作成されたことを確認します。 

次に、      ボタンをクリックし、〔手順⑪〕児童⽣徒の記録、
〔手順⑫〕児童⽣徒の評価・指導に対する評価、〔手順⑬〕指導改善
の方向性、それらの記入日が消えていることを確認します。 

そして、赤字で示された内容について、〔手順⑬〕
で記入した指導改善の方向性を踏まえ、新たに
改善する内容を設定します。改善する項目につ
いては、変更した日付を記入します。 

改善を⾏った⾃⽴活動の指導を
実践し、〔手順⑩〕〜〔手順⑬〕
に繰り返し取り組みます。 

〔手順⑩〕〜〔手順⑬〕を踏まえ、具体的な指導の改善が難しい場合は、〔手順①〕
に戻り、個々の児童⽣徒の実態を捉え直すことで実態把握を深化させ、再度⾃⽴
活動の指導を設定して実践を積み重ねます。 

シート保存 

指導改善 

■「プロセスシート」 
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